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主
の
復
活
祭
を
お
よ
ろ
こ
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

四
旬
節
を
通
し
て
、
復
活
祭

を
迎
え
る
準
備
を
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
皆
様
に
は
こ
の
大
祝

日
を
大
き
な
よ
ろ
こ
び
と
希
望

の
う
ち
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
復
活

の
大
祝
日
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
す
べ
て
の
教
え
の
中
で
最

も
重
要
な
大
切
な
お
祝
い
日
で

す
。

　

聖
パ
ウ
ロ
は
そ
の
手
紙
の
中

で
、「
も
し
主
の
復
活
が
な
か

っ
た
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
こ

の
世
で
も
っ
と
も
あ
わ
れ
な
者

で
、
偽
り
者
と
な
る
で
し
ょ

う
」、
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
キ
リ
ス
ト
は
預
言
の
通

り
、
三
日
目
に
復
活
し
、
弟
子

た
ち
と
多
く
の
人
々
に
現
れ
、

ご
自
分
が
神
で
あ
る
こ
と
の
あ

か
し
を
さ
れ
、
教
え
を
完
成
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
人
生
の

意
義
は
、
キ
リ
ス
ト
復
活
の
意

義
を
生
き
る
こ
と
に
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
中
に
は
、
日
本
の
一
八

八
名
の
殉
教
者
が
列
福
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
特

別
な
よ
ろ
こ
び
で
す
し
、
神
の

慈
し
み
と
お
恵
み
に
心
か
ら
の

感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

広
島
教
区
は
今
年
の
モ
ッ	

ト
ー
と
し
て
、「
平
和
の
使
徒

と
な
ろ
う
」
を
掲
げ
、
サ
ブ
・

テ
ー
マ
と
し
て
「
殉
教
者
を
想

い
、
自
分
の
信
仰
を
生
き
る
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
殉
教
者
は

キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
あ
か
し
人

で
す
。
命
を
か
け
て
そ
の
あ
か

し
を
な
さ
い
ま
し
た
。
日
本
で

の
列
福
式
は
長
崎
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ

ま
す
よ
う
に
希
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
九
月
二
十
二
日
か

ら
三
日
間
、
広
島
平
和
記
念
聖

堂
を
中
心
に
、「
正
義
と
平
和
」

全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
様

の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
区
の
あ
ゆ
み

は
こ
の
復
活
祭
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
教
区
が
一
丸
と
な
っ
て
、

神
の
み
国
の
発
展
と
完
成
に
向

か
っ
て
邁
進
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

皆
様
の
上
に
、
神
の
祝
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
度
　
司
祭
人
事
（
四
月
十
五
日
）

広
島
教
区
長
　
　
三
末
　
篤
實
　
司
教

司
教
総
代
理
　
　
斉
藤
　
眞
仁
　
神
父

本
部
事
務
局　
　
　
　
　

西
江　

和
司　

神
父

広
島
司
教
館　
　
　
　
　

野
間　

重
信　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姜　
　

祐
顕　

神
父

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
塚　

侾
司　

神
父

広
島
地
区

地
区
長　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

眞
仁　

神
父

幟
町
教
会　
　
　
　
　
　
バ
ン
ガ
ン
ス
ベ
ル
ゲ
神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ェ
リ
ー　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
野　

耕
司　

神
父（
休
養
）

観
音
町
教
会　
　
　
　
　

斉
藤　

眞
仁　

神
父

祇
園
教
会　
　
　
　
　
　

山
根　

敏
身　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ト
レ
ッ
ト　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

紀
直　

神
父

呉
教
会　
　
　
　
　
　
　

深
堀　

升
治　

神
父

廿
日
市
教
会　
　
　
　
　

長
谷
川　

儀　

神
父

三
篠
教
会　
　
　
（
責
任
）斉
藤　

眞
仁　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
）肥
塚　

侾
司　

神
父

三
次
教
会　
　
　
　
　
　

ア
ル
バ
レ
ス　

神
父

翠
町
教
会　
　
　
（
担
当
）西
江　

和
司　

神
父

三
原
教
会　
　
　
　
　
　

ア
ル
ナ
ル
ド　

神
父

尾
道
教
会　
　
　
　
　
　

山
口　

道
晴　

神
父

福
山
教
会　
　
　
　
　
　

服
部　

大
介　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
ャ
リ
ー　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
リ
ウ
ス　
　

神
父

向
原
教
会　
　
　
（
担
当
）野
中　
　

泉　

神
父

松
江
教
会　
　
　
　
　
　

原
田　

豊
己　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閔　
　

國　

神
父

岡
山
・
鳥
取
地
区

地
区
長　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

正
史　

神
父

岡
山
教
会　
　
　
　
　
　

後
藤　

正
史　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
副　
　

穣　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

尚
臣　

神
父

岡
山
南
教
会　
　
　
　
　

荻　

喜
代
治　

神
父

檣
灯
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

ミ
ッ
シ
ェ
ル　

神
父

笠
岡
教
会　
　
　
　
　
　

ス
メ
ッ
ト　
　

神
父

倉
敷
地
域
共
同
宣
教
司
牧

倉
敷
・
玉
島
・
水
島
教
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
ッ
シ
ェ　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ネ　
　
　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
島
紀
代
治　

神
父（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
レ
ー
ズ　
　

助
祭

玉
野
教
会　
　
　
　
　
　

荻　

喜
代
治　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

起
瑩　

神
父

津
山
教
会　
　
　
　
　
　

ワ
ー
レ　
　
　

神
父

倉
吉
教
会　
　
　
　
　
　

関　
　

亮
一　

神
父

鳥
取
教
会　
　
　
　
　
　

野
嵜　

一
夫　

神
父

米
子
教
会　
　
　
　
　
　

瀧
井　

英
昭　

神
父

山
口
・
島
根
地
区

地
区
長　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
良
晴　

神
父

サ
ビ
エ
ル
修
道
院　
　
　

佐
々
木
良
晴　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
コ
ル
サ
ー
ナ
修
道
士

サ
ビ
エ
ル
セ
ン
タ
ー　
　

プ
ロ
ッ
ト　
　

神
父

山
口
教
会　
　
　
　
　
　

松
村　

信
也　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ン
ガ
ス　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
丸　
　

篤　

神
父

防
府
教
会　
　
　
　
　
　
父
路
門
フ
ラ
ン
ソ
ワ
神
父

萩
教
会　
　
　
　
　
　
　

モ
ラ
ー
レ
ス　

神
父

岩
国
教
会　
　
　
　
　
　

バ
リ
ョ
ヌ
エ
ボ
神
父

周
南
地
域
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

徳
山
・
下
松
・
光
・
柳
井
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
地　
　

誠　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　
　

類
治　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
レ
ギ　
　
　

神
父

宇
部
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

宇
部
・
北
若
山
・
高
千
帆
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
レ
ッ
ク
ス　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
喜
田
虎
太　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
カ
ラ　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
山　

和
男　

神
父

下
関
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

細
江
・
彦
島
・
長
府
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
崎　

次
郎　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト
神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

健
三　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

義
博　

神
父

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー　

林　
　

尚
志　

神
父

出
雲
教
会　
　
　
　
　
　

薄
田　
　

昇　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
宅　

秀
和　

神
父

津
和
野
教
会　
　
　
　
　

木
村　

信
行　

神
父

浜
田
教
会　
　
　
　
　
　

モ
レ
ノ　
　
　

神
父

益
田
教
会　
　
　
　
　
　

バ
ラ　
　
　
　

神
父

広
島
学
院　
　
　
　
　
　

牛
尾　

幸
生　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李　
　

聖
一　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
川　

直
見　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
サ
ド　
　

修
道
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
島　

忠
雄
修
道
士

長
束
修
道
院　
　
　
　
　

山
根　

敏
身　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
フ
ォ
ン
ト　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

勝
介　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　
　

信　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

裏
辻　

洋
二　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
村　
　

剛
修
道
士

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
大　
　
　

マ
ク
ガ
レ
ル　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ベ
ニ
テ
ズ　
　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
ン
ゼ
ラ
ー　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ル
タ
ニ
ョ
リ
オ
神
父

庚
午
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

清
水　
　

弘　

神
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

健
統　

神
父

愛
徳
修
道
士
会　
　
　
　

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
田　

真
一
修
道
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

復
活
祭
の
よ
ろ
こ
び

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
長
　
三
末
　
篤
實
　
司
教
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日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
の
要
望
を
受
け
、
広
島
教

区
宣
教
司
牧
評
議
会
は
答
申
に
よ
っ
て
、
広
島
教
区
長
・
三
末
篤
實

司
教
は
、
二
〇
〇
七
年
九
月
に
「
正
義
と
平
和
」
全
国
集
会
広
島
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
司
教
宣
言
に
基
づ
い

て
設
立
さ
れ
た
平
和
推
進
チ
ー
ム
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
こ
の
た
び
大
会
の
概
要
を
発
表
し
た
。
詳
細
は
後
日
発
表
予
定
。

　

ま
ず
、

こ
の
全
国

集
会
は

「
正
義
と

平
和
協
議

会
」
の
大

会
や
集
ま

り
で
は
な

い
こ
と
を

心
に
留
め

る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

全
国
各
地

で
正
義
や

平
和
の
た

め
に
活
動

し
て
い
る

カ
ト
リ
ッ

ク
信
徒
を

中
心
と
し
た
人
々
の
集
ま
り
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
三
日
目
の
分
科
会

は
自
殺
や
い
じ
め
、
そ
し
て
食

の
問
題
な
ど
身
近
な
テ
ー
マ
に

地
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
々

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
こ
の

全
国
集
会
は
こ
こ
数
年
、
年
に

一
回
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て

お
り
、
広
島
教
区
で
も
す
で
に

二
回
ほ
ど
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
広
島
教
区
民
に
と
っ

て
は
、
特
に
二
十
三
日（
日
）を

重
要
な
位
置
付
け
と
す
る
こ
と

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

【
広
島
大
会
で
目
指
す
も
の
】

　

今
回
の
全
国
集
会
の
テ
ー
マ

お
よ
び
サ
ブ
テ
ー
マ
は
、
広
島

教
区
の
年
間
テ
ー
マ
と
同
じ
も

の
と
し
、
現
在
の
広
島
教
区
の

動
き
と
方
向
性
に
沿
う
も
の
と

し
た
。
そ
し
て
、
特
に
殉
教
者

の
精
神
に
習
う
信
仰
の
生
き
方

を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
集
会
の
二
日

目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
司

教
団
が
戦
後
六
十
年
に
発
表
し

た
『
非
暴
力
に
よ
る
平
和
へ
の

道
〜
今
こ
そ
預
言
者
と
し
て
の

役
割
〜
』
と
と
も
に
、
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
の
社
会

司
教
委
員
会
編
の
小
冊
子
『
信

教
の
自
由
と
政
教
分
離
』
を
執

筆
し
た
四
人
の
司
教
た
ち
を
招

き
、
そ
の
熱
い
思
い
を
伝
え
て

頂
く
よ
う
、
現
在
交
渉
中
で
あ

る
。

　
『
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
』

の
テ
ー
マ
と
執
筆
司
教
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

Vol.
Ⅰ
「
戦
前
・
戦
中
と
戦
後

の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立
場
」

（
岡
田
武
夫　

東
京
教
区
大
司

教
）

　

Vol.
Ⅱ
「
自
由
党
新
憲
法
草
案

を
検
証
す
る
」

（
高
見
三
明　

長
崎
教
区
大
司
教
）

　

Vol.
Ⅲ
「『
国
是
』
と
迫
害
」

（
谷　

大
二　

さ
い
た
ま
教
区
司
教
）

　

Vol.
Ⅳ
「
信
教
の
自
由
と
国
家
」

（
溝
部　

脩　

高
松
教
区
司
教
）

　

な
お
、
集
会
一
日
目
に
は
広

島
市
内
や
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

な
ど
の
現
地
学
習
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

参
加
よ
び
か
け

　

私
た
ち
広
島
教
区
で
は
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
に
『
広
島
教
区

代
表
者
会
議
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
会
議
で
出
さ
れ
た
課
題
と
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
か

ら
出
て
き
た
提
言
を
受
け
て
、
二
〇
〇
六
年
復
活
の
祝
日
、
広
島

教
区
長
ヨ
ゼ
フ
三
末
篤
實
司
教
は
、
私
た
ち
広
島
教
区
の
宣
教
司

牧
活
動
の
基
本
方
針
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」
を
、
宣
言
し
ま

し
た
。

　

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
社
会
司
教

委
員
会
所
属
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
か
ら
の
要

望
と
、
二
〇
〇
六
年
九
月
十
日
開
催
の
広
島
教
区
宣
教
司
牧
評
議

会
（
臨
時
）
の
決
議
を
受
け
て
、
二
〇
〇
七
年
度
の
第
三
十
三
回

カ
ト
リ
ッ
ク
「
正
義
と
平
和
」
全
国
集
会
を
、
私
た
ち
の
広
島
教

区
で
教
区
民
あ
げ
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
教
宣
言
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
、「
平
和
」
推
進
チ
ー
ム

を
中
心
に
し
て
、「
正
義
と
平
和
」
全
国
集
会
を
開
く
こ
と
は
、

広
島
教
区
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
区
を
超
え
て
、「
正
義
と
平
和
」

に
関
心
を
も
っ
て
い
る
人
々
と
の
連
携
を
築
き
、「
平
和
の
使
徒
」

の
輪
を
拡
げ
て
い
く
た
め
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
二
〇
〇
七
年
は
、
日
本
の
全
教
会
あ
げ
て
ペ
ト
ロ

岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
の
精
神
を
現
代
に
生
か
す
年
で
も
あ
り
ま

す
。
広
島
教
区
民
の
召
し
出
し
で
あ
る
『
平
和
の
使
徒
』
を
実
社

会
で
実
践
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
殉
教
者
の
生
き
方
に
深
く

重
な
っ
て
き
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
の
広
島
教
区
の
年
間
テ
ー
マ
を

「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
〜
殉
教
者
を
想
い
、
自
分
の
信
仰
を
生

き
る
〜
」
と
さ
れ
た
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

人
ご
と
の
よ
う
な
意
識
や
関
心
の
な
さ
、
言
葉
や
口
先
だ
け
の

祈
り
や
行
動
だ
け
で
終
わ
ら
す
の
で
は
な
く
、
神
の
働
き
の
協
力

者
と
し
て
平
和
を
築
く
た
め
、
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

二
〇
〇
七
年
二
月
十
九
日

　
　

広
島
教
区
司
教　

ヨ
ゼ
フ
三
末
篤
實

　
　
「
正
義
と
平
和
」
全
国
集
会
広
島
大
会
実
行
委
員
会

テ
ー
マ

『
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
』

―
殉
教
者
を
想
い
、
自
分
の
信
仰
を
生
き
る
―

「正義と平和」全国集会広島大会
2007年９月22日（土）・23日（日）・24日（月・祝）

世界平和記念聖堂を中心に
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昨
年
四
月
に
発
足
し
た
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
は
、
今
年
三
月
ま

で
に
八
回
の
本
部
会
議
を
開
き
司
教
宣
言
の
実
現
を
図
っ
て
き
た
。

そ
し
て
教
区
民
の
司
教
宣
言
の
理
解
と
取
り
組
み
を
促
進
さ
せ
る
た

め
に
小
冊
子
発
行
を
準
備
し
て
い
る
。
ま
た
「
平
和
」「
養
成
」「
き

ょ
う
ど
う
」
の
各
推
進
チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
先
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

小
冊
子
『
平
和
の
使
徒
と
な

ろ
う
』
の
発
行

　

小
冊
子
に
は
、『
司
教
宣
言
』

と
そ
の
具
体
的
取
り
組
み
さ
ら

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
解
説
な
ど

の
ほ
か
に
、
教
区
の
略
史
と
、

こ
れ
ま
で
出
さ
れ
た
「
広
島
教

区
の
祈
り
」
や
「
司
教
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
は
広
島
教
区
民

の
『
保
存
版
』
で
も
あ
る
が
、

何
よ
り
も
教
区
民
一
人
ひ
と
り

が
こ
れ
を
活
用
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
推
進
本
部
は
こ
れ
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
説
明
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
に
発
表

し
た
り
、
研
究
に
活
用
す
る
と

し
て
い
る
。

　

小
冊
子
は
Ｂ
５
の
カ
ラ
ー
版

で
、
五
千
部
を
作
り
教
区
報
と

同
じ
よ
う
に
無
料
配
布
す
る
た

め
に
、
二
〇
〇
七
年
四
月
八
日

付
で
発
行
さ
れ
る
予
定
。

「
平
和
推
進
」チ
ー
ム
の
動
き

　
「
平
和
推
進
」
チ
ー
ム
は
今

年
の
九
月
に
開
催
さ
れ
る
「
正

義
と
平
和
」
全
国
集
会
広
島
大

会
の
中
心
と
な
っ
て
動
い
て
お

り
（
二
面
に
掲
載
）、
八
月
の

平
和
行
事
に
関
し
て
も
「
平
和

行
事
実
行
委
員
会
」
を
全
面
的

に
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

「
き
ょ
う
ど
う
推
進
」チ
ー
ム

の
動
き

　

教
区
の
宣
教
・
司
牧
に
お
け

る
「
き
ょ
う
ど
う
」
は
こ
れ
ま

で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
司
祭

側
か
ら
の
考
え
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
特
に
信
徒

側
か
ら
の
意
見
を
求
め
て
ゆ
く

方
向
性
が
、
三
月
十
七
日
の

「
き
ょ
う
ど
う
推
進
チ
ー
ム
」

会
議
の
た
め
に
出
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
司
祭
間
の
き
ょ

う
ど
う
か
ら
、
司
祭
・
信
徒
の

き
ょ
う
ど
う
へ
進
め
る
必
要
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
に
よ
っ
て
、

司
祭
不
在
の
教
会
が
す
ば
ら
し

い
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
を

参
考
に
す
る
た
め
、
こ
れ
に
関

す
る
詳
し
い
資
料
を
作
成
し
、

活
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。

「
養
成
推
進
」チ
ー
ム
の
動
き

　
「
養
成
推
進
」
チ
ー
ム
は
、

「
み
こ
と
ば
の
奉
仕
者
」
の
養

成
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
を
決
定

し
、
こ
れ
を
二
月
七
日
の
教
区

司
祭
評
議
会
で
説
明
し
、
ま
ず

司
祭
た
ち
の
了
承
を
受
け
た
。

な
お
同
会
議
で
、「
終
身
助
祭
」

の
養
成
に
つ
い
て
は
司
祭
団
が

受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
福
岡
県
宗
像
の
黙
想
の

家
で
行
わ
れ
る
研
修
会
の
案
内

を
各
地
区
宛
て
に
発
送
し
、
参

加
費
等
の
捻
出
を
各
地
区
に
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
　
の
　
他

　

本
部
と
し
て
の
一
年
間
の
活

動
評
価
を
準
備
し
て
い
る
。

　

―
「
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
の
組
」
を
通
し
て
、
当
時
の
教
会
は
社

会
活
動
、
社
会
正
義
、
愛
の
わ
ざ
と
い
っ
た
現
代
に
も
通
じ
る
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
タ
マ
リ
ア
の
組
」
や
「
ご
聖
体
の
組
」
は
、
教
理
教
授
か

ら
死
者
の
埋
葬
に
至
る
ま
で
、
教
会
独
自
の
活
動
を
多
く
行
っ
て
い

ま
し
た
。
…
…
司
祭
が
不
在
で
あ
っ
て
も
信
徒
自
ら
が
教
会
共
同
体

を
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

―
一
六
一
二
年
、
有
馬
で
迫
害
が
始
ま
る
と
信
者
た
ち
は
城
下
町

に
新
し
い
組
、「
殉
教
の
組
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
殉
教

で
き
る
よ
う
に
祈
り
、
苦
行
を
も
っ
て
神
の
お
ん
助
け
を
求
め
る
信

心
会
で
し
た
。
こ
の
大
人
の
模
範
に
倣
っ
て
少
年
た
ち
も
「
子
ど
も

の
殉
教
の
組
」
を
つ
く
り
、
大
人
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
熱
心
さ
で
祈

り
、
苦
行
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

教
区
の
視
覚
障
害
者
信
徒
が

中
心
と
な
り
準
備
を
進
め
て
き

た
、“
ダ
ミ
ア
ン
の
輪
”（
カ
ト

リ
ッ
ク
広
島
教
区
視
覚
障
害
者

と
手
を
つ
な
ぎ
共
に
歩
む
つ
ど

い
）
が
四
月
十
五
日
に
設
立
総

会
を
開
き
、
五
月
二
十
日
岡
山

教
会
で
創
立
式
を
行
う
。
ダ
ミ

ア
ン
は
、
こ
の
た
び
福
者
に
挙

げ
ら
れ
る
殉
教
者
で
、
山
口
で

活
躍
し
た
視
覚
障
害
の
伝
道

師
。

　

設
立
総
会
案
内
に
は
「
神
さ

ま
と
の
す
ば
ら
し
い
出
会
い
を

感
謝
し
、
そ
の
道
具
と
し
て
働

き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
、

点
訳
・
音
訳
・
ガ
イ
ド
な
ど
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
「
平
和
の
挨
拶
」
の
と
き
に
、

差
し
出
し
た
手
が
宙
に
浮
い
て

し
ま
う
と
い
う
視
覚
障
害
者
の

声
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
差

し
出
さ
れ
た
手
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
の
動
き

迫
害
下
の
教
会

『
殉
教
者
を
想
い
、
と
も
に
祈
る
週
間
』
か
ら
の
抜
粋

“
ダ
ミ
ア
ン
の
輪
”（
仮
）

設
立
！
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●
〇
六
年
一
月
、
寒
風
に
煽
ら

れ
た
下
関
駅
は
焼
け
落
ち
た
。

構
内
で
暖
を
と
っ
て
い
た
ホ
ー

ム
レ
ス
の
老
人
男
性
が
、
駅
員

か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
放
火
だ
っ
た
。
●
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
九
州
ホ
ー
ム

レ
ス
支
援
機
構
の
Ｍ
さ
ん
は
語

る
。
中
学
生
に
よ
る
襲
撃
事
件

が
あ
り
、
Ｍ
さ
ん
ら
は
学
校
で

ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
を
学
習
し
て

欲
し
い
と
申
し
入
れ
に
行
っ

た
。
し
か
し
犯
人
探
し
に
固
執

す
る
教
師
た
ち
に
、
襲
わ
れ
た

野
宿
者
が
「
あ
の
子
ど
も
た
ち

も
帰
る
家
の
な
い
ホ
ー
ム
レ
ス

だ
な
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
い

う
。
●
先
日
セ
ン
タ
ー
の
視
察

に
来
館
し
た
Ｓ
神
父
も
東
京
で

野
宿
者
支
援
を
し
て
い
る
。
石

を
投
げ
て
く
る
若
者
に
野
宿
者

が
話
し
か
け
に
行
く
と
、
翌
日

に
は
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

実
は
同
じ
寂
し
さ
や
、
悲
し
み

を
抱
い
て
い
る
仲
間
だ
っ
た
こ

と
が
解
り
合
え
る
の
だ
と
。
●

「
家
が
な
れ
け
ば
ハ
ウ
ス
レ
ス

で
す
。『
ホ
ー
ム
』
は
人
と
人

と
の
関
係
性
を
表
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
人
と
人
と
の
関

係
を
築
か
な
い
と
い
け
な
い
」

と
語
る
Ｍ
さ
ん
や
、
Ｓ
神
父
の

話
に
イ
エ
ズ
ス
の
後
ろ
姿
が
重

な
る
。
●
当
時
の
ユ
ダ
ヤ
社
会

が
分
断
し
た
人
々
、
特
に
「
罪

人
」
と
さ
れ
た
人
々
と
の
関
係

の
再
構
築
に
、
ど
れ
ほ
ど
イ
エ

ズ
ス
が
心
を
砕
い
て
行
動
し
た

か
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
「
福

音
」
と
し
て
知
っ
て
い
る
。
排

除
は
何
も
解
決
し
な
い
ど
こ
ろ

か
大
切
な
も
の
も
失
っ
て
し
ま

う
か
も
知
れ
な
い
。
思
い
出
が

つ
ま
っ
た
「
わ
が
家
＝
ホ
ー

ム
」
の
よ
う
な
駅
舎
を
な
く
し

た
よ
う
に
。
●
四
月
に
市
内
で

ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
を
支
援
す

る
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望

者
へ
の
説
明
が
セ
ン
タ
ー
で
あ

っ
た
。「
何
か
を
し
て
あ
げ
る

の
で
は
な
く
、
一
緒
に
作
業
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
か
ら

分
断
さ
れ
た
彼
ら
と
、
人
と
の

関
係
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
。
新
し
い
関
係
の
構
築
は

「
福
音
」
で
あ
り
「
復
活
」
す

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

（
細
江
教
会
・
廣
崎
隆
一
）

　

海
峡
か
ら
の
風
６

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

“
金
祝
・
銀
祝

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
”

　

六
月
十
七
日
（
日
）
に
司
教

叙
階
記
念
と
金
銀
祝
の
お
祝
い

を
カ
テ
ド
ラ
ル
で
行
い
ま
す
。

《
金
祝
》

イ
エ
ズ
ス
会

Fr.
バ
リ
ョ
ヌ
エ
ボ
・
キ
リ
ス
ト
バ
ル

イ
エ
ズ
ス
会

Fr.
ア
ル
バ
レ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト

イ
エ
ズ
ス
会

Fr.
ベ
ル
タ
ニ
ョ
リ
オ
・
ル
チ
ア
ノ

カ
ル
メ
ル
会	

Sr.
長　

康
子

援
助
修
道
会	

Sr.
天
野
洋
子

援
助
マ
リ
ア
修
道
会	

Sr.
梶　

幸
子

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会

	

Sr.
鈴
木
惠
子

《
銀
祝
》

広
島
教
区	

Fr.
原
田
豊
己

援
助
マ
リ
ア
修
道
会	

Sr.
久
保
み
ど
り

援
助
マ
リ
ア
修
道
会	

Sr.
朝
廣
絹
子

カ
ル
メ
ル
会	

Sr.
小
林
き
よ
み

（高松教区教区長／カトリック司教協議会・
殉教者列福調査特別委員会委員長）

―殉教者を想い、今の信仰を生きる―

と　き：５月19日（土）
　　　　14：00～16：00
ところ：岡山カトリック教会　聖堂
主催：カトリック広島教区
　　　岡山鳥取地区宣教司牧評議会
　　　広島教区殉教地・巡礼地ネットワーク

溝部脩司教講演会

殉教者に見る信仰のあかし殉教者に見る信仰のあかし

広島教区内司祭異動のお知らせ
〈イエズス会〉（カッコ内は旧職、異動は復活祭後）
山根敏身神父 祇園教会主任（祇園教会助任）
ホアン・カトレット神父 祇園教会助任（エリザベト音大）
松井紀直神父 祇園教会助任（麹町教会助任）
恩地誠神父 周南地域チームミニストリー徳山、下松両教会担当（海外研修）
アルティリョ神父 周南地域チームミニストリーモデラトール（周南地域チームミニストリーメンバー）
ドメニコ・ヴィタリ神父 東京麹町教会主任（周南地域チームミニストリー）
三宅秀和神父 出雲教会助任（教会司牧研修）
ホセ・ミゲル・バラ神父 益田教会主任（山口教会助任）
ルイス・カンガス神父 山口教会助任（祇園教会主任）
キリストバル・バリョヌエボ神父 岩国教会主任（益田教会主任）
ヨセフ・メディナ神父 福岡修道院（岩国教会主任）
〈淳心会〉（カッコ内は旧職、異動は復活祭後）
バンガンスベルゲ・ギルベルト神父 幟町教会共同宣教司牧チームモデラトール（幟町教会助任）
レクダク・ゲラドゥス神父
（ジェリー神父）

幟町教会共同宣教司牧チーム司祭（岡山教会共同宣教司牧チー
ム）

ブインガ・ブレーズ助祭 倉敷地域共同宣教司牧チーム助祭〈倉敷教会在〉
〈教区司祭〉（カッコ内は旧職、異動は復活祭後）
澤野耕司神父 休養（幟町教会主任）
豊田尚臣神父 岡山教会共同宣教司牧チーム司祭（司教館付き）
金炫勇神父 釜山教区内（幟町教会助任）
姜祐顕（カン・ウー		ヒュン）神父 広島司教館在【日本語研修】（釜山教区）
尾島紀代治神父 倉敷教会在〈予定〉（サンパウロ大司教区）

広島司教区行事および司教日程表

４月

４日㈬ 聖香油ミサ（カテドラル）　15：00
８日㈰ 復活の主日ミサ（カテドラル）　９：30
10日㈫ 司教顧問会議　14：00
29日㈰ 山口教会　公式訪問・堅信式　山口サビエル記念聖堂献堂記念日　９：30

５月

１日㈫ 司教顧問会議　14：00
３日㈭ 乙女峠まつり　
19日㈯ 岡山教会　殉教祭
20日㈰ 岡山教会　公式訪問　９：00
27日㈰ 聖霊降臨の主日　幟町教会　公式訪問・堅信式　９：30

６月

３日㈰ 笠岡教会　公式訪問・堅信式　９：30
３日㈰ 教区司祭黙想会（於；インファンタ）　〜８日㈮
10日㈰ 小野田・北若山教会　公式訪問　ミサ９：00
12日㈫ 司教顧問会議　16：00
13日㈬ 司祭評議会　10：00
17日㈰ 司教叙階記念と金銀祝ミサ　14：00　（カテドラル・広島地区担当）
18日㈪ 定例司教総会　〜22日㈮
24日㈰ 廿日市教会　公式訪問・堅信式　９：30
29日㈮ カトリック幼保大会ミサ　17：00　（岡山ロイヤルホテル）

７月

１日㈰ 米子教会　ミサと堅信式　９：30、境港教会ミサと堅信式14：30
８日㈰ 高千帆教会　公式訪問・堅信式・集会司式任命式　９：00
10日㈫ 司教顧問会議　14：00
14日㈯ 淳心会ブレーズ助祭の司祭叙階式　14：00（於；倉敷教会）
22日㈰ 柳井教会　公式訪問　11：00
29日㈰ 宇部教会　公式訪問・堅信式、集会司式者・聖体奉仕者の任命　９：00

８月
５日㈰ 平和行事　〜６日㈪
９日㈭ 教区錬成会（於；東広島教会）　〜11日㈯
15日㈬ 聖母の被昇天の祝日ミサ（カテドラル）　10：00
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皆
様
、
主
の
御
復
活
の
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
！
全
宇
宙
は
喜

び
に
溢
れ
て
い
ま
す
ネ
！
竹
の
節

の
よ
う
に
巡
り
来
る
主
の
御
復
活

で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
そ
の
思

い
は
異
な
っ
て
何
だ
か
年
の
所
為

で
し
ょ
う
か
も
っ
と
単
純
に
信
じ

モ
ッ
ト
日
常
的
に
喜
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
来
た
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
「
無
犯
罪
証
明
」

を
し
て
頂
く
為
に
「
指
紋
押
捺
」

と
い
う
も
の
を
初
め
て
致
し
ま
し

た
。
長
い
間
そ
れ
で
苦
し
ん
で
、

闘
っ
て
こ
ら
れ
た
方
達
の
事
を
思

い
出
さ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で

　

広
島
教
区
の
木
村
神
父
は
、

一
月
十
三
日
に
が
ん
の
た
め
に

帰
天
。
享
年
八
十
四
歳
。

　

一
九
二
二
年
広
島
市
千
田
町

生
ま
れ
。
祇
園
教
会
で
受
洗

し
、
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

を
卒
業
後
、
六
十
二
年
に
叙

階
。
観
音
町
、
三
篠
、
廿
日
市
、

幟
町
、
三
原
、
福
山
、
尾
道
の

各
教
会
の
主
任
、
助
任
又
は
共

同
司
祭
と
し
て
働
く
。
八
十
年

か
ら
三
年
間
尾
道
清
心
幼
稚
園

園
長
。

　

ほ
お
の
ひ
げ
、
腰
を
か
が
め

て
歩
く
お
姿
、
優
し
い
語
り
口

の
中
の
厳
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
お
話
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
最
後
の
任
地
で
あ
っ
た
幟

町
教
会
（
助
任
）
の
信
徒
の
中

川
元
江
さ
ん
は
「
帰
天
前
日
は

大
相
撲
中
継
を
見
て
、
当
日
朝

は
お
味
噌
汁
の
こ
と
で
口
喧
嘩

も
し
て
、
夕
べ
の
鐘
の
鳴
る
時

刻
に
は
神
父
様
は
駆
け
足
で
マ

リ
ア
様
の
所
へ
。
残
し
て
く
だ

さ
っ
た
言
葉
は
、“
ゆ
っ
く
り
、

し
っ
か
り
、
ま
っ
す
ぐ
、
に
っ

こ
り
”“
皆
さ
ん
の
こ
と
を
い

つ
も
い
つ
も
祈
っ
て
い
ま
す
”

で
し
た
」
と
思
い
出
を
語
る
。

し
た
。
残
念
な
が
ら
九
・
一
一
の

後
再
び
指
紋
押
捺
が
義
務
付
け
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
人
間
を

信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
の
世
を

今
神
は
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ

て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
神
不

在
の
現
代
社
会
を
私
た
ち
の
存
在

に
よ
っ
て
「
神
は
居
ら
れ
る
」
と

感
じ
て
い
た
だ
く
為
に
私
た
ち
は

何
を
ど
の
様
に
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
？
と
自
問
自
答
を
迫
ら
れ

四
旬
節
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

Ｊ–

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
の
仕
事

も
、
家
庭
の
仕
事
も
、
お
店
の
、

公
官
庁
の
、
学
校
、
病
院
、
施
設

な
ど
全
て
の
仕
事
を
通
し
て
、
こ

れ
だ
け
が
根
底
に
あ
れ
ば
い
い	

な
ー
と
、
単
純
に
思
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
皆
様
長
い
間
Ｊ–

Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｍ
広
島
の
た
め
に
沢
山
の
支
援

を
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
私

は
三
月
一
杯
で
そ
の
任
務
を
終
え

て
、
四
月
か
ら
は
新
し
い
担
当
者

で
出
発
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
変
わ
り
ま
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も

益
々
増
え
る
外
国
籍
の
方
た
ち
と

の
共
生
社
会
、
福
音
社
会
を
目
指

し
て
働
く
Ｊ–

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
の

為
に
ご
協
力　

ご
支
援
を
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
も

陰
な
が
ら　

皆
様
と
と
も
に
居

て
、
心
よ
り
感
謝
し
、
祈
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
雑
誌　

⑥

『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』

　

至
光
社
の
月
刊
カ
ト
リ
ッ
ク
保

育
絵
本
「
こ
ど
も
の
せ
か
い
」
は

一
九
五
五
年
に
創
刊
さ
れ
て
以

来
、
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教
幼
稚
園

保
育
園
な
ど
で
宗
教
教
育
の
一
環

と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
絵
本
の
世
界
に
託
し
て
、
福

音
の
喜
び
を
伝
え
、
子
ど
も
の
心

が
神
さ
ま
と
出
会
う
こ
と
を
願
い

な
が
ら
絵
本
作
り
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

い
っ
し
ょ
に
お
届
け
す
る
小
冊

子
「
に
じ
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
園
児

の
ご
家
庭
の
み
な
さ
ま
に
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
共
感
を
自
然
に
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
連
載
・

特
集
の
読
み
物
、
祈
り
、
詩
、
絵

本
作
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

を
載
せ
て
お
り
ま
す
。

　

敏
感
な
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
感
性
の
豊

か
さ
が
大
切
か—

感
動
す
る
心
は

生
涯
の
た
か
ら
も
の
で
あ
り
、
絵

本
を
楽
し
み
な
が
ら
豊
か
な
感
性

を
育
め
た
ら
と
願
い
ま
す
。
私
ど

も
が
思
う
感
性
と
は
、
そ
れ
は
魂

に
基
づ
く
感
性
で
あ
り
、「
子
ど

も
の
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
天
の

国
に
入
れ
な
い
」
と
イ
エ
ス
さ
ま

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
幼
児
の
心
そ

の
ま
ま
を
追
い
求
め
て
お
り
ま

す
。
幼
児
期
の
素
直
な
魂
が
無
邪

気
さ
の
な
か
で
“
神
さ
ま
に
気
が

つ
く
”—

そ
の
た
め
の
一
粒
の
種

を
ま
く
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
保
育

の
お
役
に
た
て
れ
ば
と
望
ん
で
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
魂
で
感
じ
る
絵
本
に

は
国
境
が
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
の
絵

本
の
多
く
は
世
界
各
国
語
に
翻
訳

さ
れ
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
親

し
ま
れ
、
ま
た
数
多
く
の
国
際

賞
、
国
内
賞
の
受
賞
も
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
画
家
の
ふ
っ
と
感

じ
た
も
の
が
絵
本
と
な
り
、
手
に

と
ら
れ
た
読
者
の
心
に
ふ
っ
と
寄

り
添
う
。
そ
こ
に
は
、
言
葉
や
国

境
の
違
い
は
な
い
の
で
す
ね
。

　
「
〇
歳
か
ら
一
〇
〇
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
へ
」
お
く

る
感
性
の
絵
本
。
こ
れ
か
ら
も

“
絵
本
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
”
を

求
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

美
し
さ
を
無
邪
気
に
感
じ
ら
れ

る
小
径
の
は
て
に
神
さ
ま
と
の
出

会
い
を
求
め
な
が
ら
…
…
。

ア
レ
ル
ヤ
、
ア
レ
ル
ヤ
　
　
神
に
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ル
ヤ
、
ア
レ
ル
ヤ

Ｊ-

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
教
区
担
当
　
　
春
日
　
圭
子

♪

♪

♪

♪

レ
オ
ナ
ル
ド
木
村
・

木
村
博
明
神
父
　
帰
天
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復
活
祭
の
喜
び
の
と
き
に
、

教
会
は
イ
エ
ス
様
が
キ
リ
ス
ト

救
い
主
で
あ
る
と
、
高
ら
か
に

宣
言
し
、
主
の
御
名
を
賛
美

し
、
ま
た
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。

イ
エ
ス
様
の
苦
難
・
十
字
架
上

の
死
・
復
活
・
昇
天
を
と
お
し

て
、
神
の
救
い
の
御
業
が
成
し
遂

げ
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
こ
の
宣

言
・
賛
美
・
感
謝
を
も
っ
て
表
明

し
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
は
聖
書
の
信

仰
の
根
幹
で
す
。
で
す
か
ら
わ
た

し
た
ち
は
復
活
節
に
限
ら
ず
、
年

中
、
こ
の
宣
言
・
賛
美
・
感
謝
を

口
に
唱
え
、
歌
っ
て
い
く
の
で

す
。

　

一
、
第
一
の
実
践
：
「
イ
エ
ス

様
、
あ
な
た
は
キ
リ
ス
ト
で
す
、

信
じ
ま
す
。
イ
エ
ス
様
、
あ
な
た

は
全
能
の
神
で
す
。
あ
な
た
を
礼

拝
し
ま
す
」
と
祈
り
ま
し
ょ
う
。

毎
日
、
六
十
分
は
神
様
の
前
に
一

人
で
出
ま
し
ょ
う
。
祈
る
と
い
う

こ
と
で
す
。「
何
を
し
た
ら
、
永

遠
の
い
の
ち
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
」
と
の
問
い

に
、
イ
エ
ス
様
は
「
心
を
尽
く

し
、
力
を
尽
く
し
、
あ
な
た
の
神

で
あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
」
と
答

え
ま
す
。「
神
を
愛
す
る
と
は
、

神
の
掟
を
守
る
こ
と
で
す
」（
第

一
ヨ
ハ
ネ
五
・
三
）
と
使
徒
ヨ
ハ

ネ
は
教
え
ま
す
。
つ
ま
り
神
の
言

葉
こ
そ
は
、
神
御
自
身
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。「
初
め
に
言
が
あ
っ

た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。

言
は
神
で
あ
っ
た
」（
ヨ
ハ
ネ

福
音
書
一
・
一
）
と
言
わ
れ
る

と
お
り
で
す
。

　

二
、
第
二
の
実
践
：
毎
日
、

聖
書
通
読
（
創
世
記
か
ら
黙
示

録
ま
で
を
読
み
通
す
）
に
三
十

分
、
励
む
。

　

こ
う
し
て
わ
た
し
た
ち
は
、

パ
ウ
ロ
が
テ
モ
テ
に
諭
し
た
そ

の
道
を
、
神
様
に
向
か
っ
て
、

間
違
い
な
く
ひ
た
走
る
と
確
信

で
き
ま
す
。

「
信
仰
の
戦
い
を
立
派
に
戦
い

抜
き
、
永
遠
の
い
の
ち
を
手
に

入
れ
な
さ
い
」（
第
一
テ
モ
テ

六
・
十
二
）

『
主
の
名
を
呼
び
求
め
る
者
は

　
だ
れ
で
も
救
わ
れ
る
。

（
ロ
ー
マ
書
一
・
一
〇
）
』

　
　

イ
エ
ズ
ス
会
長
束
修
道
院

裏
　
辻
　
洋
　
二
　
　

〈53〉

　

暖
か
な
春
の
風
に
カ
テ
ド
ラ

ル
の
し
だ
れ
桜
も
美
し
く
ゆ
れ

て
い
ま
す
。

　

中
ブ
ロ
に
参
加
し
て
、
高
校

生
と
一
緒
に
人
か
ら
人
へ
の
感

情
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
互

い
を
思
い
や
り
理
解
す
る
こ

と
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
て
み
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
愛

が
生
ま
れ
、
平
和
を
創
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
よ
）

  

人
か
ら
人
へ
の
感
情

　

三
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七

日
、
岡
山
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
一
宮
校
舎
で
、
第

れ
、
高
校
生
約
九
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
人
か
ら

人
へ
の
感
情
』。
テ
ー
マ
学
習

で
は
、
感
情
に
つ
い
て
実
習
を

交
え
な
が
ら
の
シ
ス
タ
ー
の
お

話
が
あ
り
、
普
段
何
気
な
く
し

て
い
る
人
と
の
対
話
が
相
手
に

ど
の
様
な
感
情
を
与
え
て
い
る

の
か
な
ど
改
め
て
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
分
か
ち
合
い
で

は
、
テ
ー
マ
学
習
を
も
と
に
感

情
や
理
性
に
つ
い
て
話
を
し
ま

し
た
。「
感
情
っ
て
？
」「
理
性

っ
て
？
」
な
か
な
か
難
し
い
内

容
で
し
た
が
、
自
分
自
身
を
振

り
返
っ
た
り
、
人
と
関
わ
る
と

き
の
自
分
の
感
情
を
思
い
出
し

た
り
し
て
分
か
ち
合
い
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

中
ブ
ロ
は
毎
年
三
地
区
の
ス

タ
ッ
フ
が
交
代
で
三
つ
の
役
割

を
し
ま
す
。
今
回
は
岡
山
・
鳥

取
が
本
部
（
大
会
の
運
営
）、

山
口
・
島
根
が
典
礼
、
広
島
が

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
で

し
た
。
典
礼
の
“
出
張
ミ
サ
”、

レ
ク
の
“
大
運
動
会
”
な
ど
、

各
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー

を
活
か
し
大
会
を
盛
り
あ
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

ん
の
友
達
と
の
出
会
い
、
神
様

と
の
出
会
い
は
高
校
生
た
ち
に

と
っ
て
大
切
な
宝
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

五
月
二
日　

夜
十
時
三
十
分

徳
佐
駅
前
集
合

　

そ
の
後
津
和
野
ま
で
徒
歩
巡
礼

三
日　

乙
女
峠
ミ
サ
後
解
散

参
加
資
格　

小
四
か
ら
青
年

参

加

費　

八
百
円

　

申
込
み
等
、
詳
し
く
は
各
教
会

配
布
の
チ
ラ
シ
参
照
の
こ
と
。

分かち合いの様子

四
十
一

回
中
国

ブ
ロ
ッ

ク
カ
ト

リ
ッ
ク

高
校
生

大
会
が

開
催
さ

典礼チームの劇

　

こ
の

四
日
間

テ
ー
マ

に
つ
い

て
語
り

合
っ
た

こ
と
や

た
く
さ

中ブロ

お
知
ら
せ

少
年
の
集
い

乙
女
峠
巡
礼


